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朝鮮江原道良藏鏡山産レッシング石に就て

（昭和十七年八月二十日受領）

田久保　賛太郎
近　　藤　　　　孝

　朝康江原遼卒康郡南面天馬里良藏鑛山産鐵石中に英の化學成分がレッシング石｛L鰯1－

n敏e〕と同定せられ得る鏡物の存在することは管て英の概略を報告した。1＝英後同試料に

っき含有する稀土元素の監化物溶液を作りそれの吸牧スペクトル寓員を撮ったので英の

結果を加へ更めて報告することムする。同鐵山の鑛石中にはセル布（Cerite）の著量を随

倖することほ昭和14年n月偶ミ本鑛山の鑛床調査に赴かれた朝鮮糧督府地質調査所木野

崎技師によって最初褒見ぜられたのである。燃してセル石の産栽鉱物學的性質及セリウ

ム鎌羨床として稀に見る規模のものであることは共役木野崎技師によって報告里）せられ

本卸最初の褒見である本鏡物に封し濁り鋳物學者の興味を促レたばかりでなく近時特に

要望せられるセリウムの原鐵として鐵業界の注目を惹起することムなった。目下小才糊童

業株式會杜の経轡の下に裸鑛を進められてゐる。

本鎮石中にはセル石の外黒色柱状の曹達角閃石，微粒結晶を淀す淡糧色の螢石及煙籔

粍でよく六角板赦の美晶を底す輝水飴鑛を鰭停しこれらは鑛石中不規則に聚合して分布

す。中にも首達角閃石は最も多’く時保全焼殆どこれのみから成る鑛石もあるg以前は螢

石及少量の揮水飴鑛を日的として稼行してゐたのであるが醤利成立たナ最近迄中止して

みた鑛山である。セル石はこれらの随倖鑛物の結晶粒の間に存在し殆ど結晶を広さす塊

あで炊る。鑛脈の部分によって成分鏡物の量は著しく異り中にはセル石が全量め3分の

2以上にも及ぶと思はれる鋳塊さへあ凱鑛石の窪裂の所或は磐に草した部分では変質

を受け果成物である酸化セリラムの被膜がある。本鉱石で一様に所謂セル石と縛せられ

るものには局部的に外観異った数種類の鑛物がある。最も普通なのは暗紅色を放すがそ

れも局部的に濃淡がある。中には殆ど黒色に近い部分もあってそれが暗紅色の中に不明

瞭な繍献を渡して存することがある。叉曹達角閃石結晶の特に聚合してみる部分には淡

紅色をなすものがある。これらは何れも同様脂状光澤を示す。

本實験試料としてはセル石の暗紅色の部分で外観均質．と思はれる部分を選別した。顕

微鏡下では裂敏の多い本銭物め間に密石の微粒結晶が存在す。複屈折の小さい二軸性の

編で比重鱗による比重の測定値は（1三：）一全…で狐
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　試料を細末となし硝酸で分解し蒸護乾潤を繰返レ珪酸をシリカとして完全に沈澱せし

め櫨別定量した。櫨液からは稀土類を穆酸堕として分離し英の濾液からマンガン鐵，ア

ルミウム，カルシウム及マグネシウム普通の方法にて分離定量した。稀土元素中セリウ

ムは臭素酸加里法でセリウム族稀土は硫酸加里法で分離定量した。水分燐酸及弗素は各

ミ別の試料で定量し札英の結果は次表中（I）に示す通り・である。

　1929年V．Silbemin竈緕）はUm1地方Kyschtym近くの沖積居の中に礫として褐簾石，

セル石等と共に稀士元素を含む薪鑛物を護児し，F．Y．L．Lessing教投の名のために

Lessing趾eと命名したFとを報告してみる。著者の本分析値とV．Si1be㎜inzの報告す

るしessingiteの分析値とを比較するに前者に於て弗素め含量税大なる踏と除き極めて近

似した値を示してみる。尤も本試料に於け争弗素の含量は恐く密に混在する螢石成分か

ら招來せられたもので，問題の本鑛物の成分としては除外さるべきものと者へらる。今

裁侭比較のためにV，Siibe㎜inzの報告中にあるLessi㎎ite及セル石の分析値をも比較

のために分析表中（I）及（I）の欄に併記した。

　　　　　　　　　　　　　　　分　　析　　表

　　　　　　　成分　　　（I）　　　（I）　　　（1）
　　　　　　Si（㌔　　　　　　　　　　　　19．02　　　　　　　　　　19．85　　　　　　　　　　15．60

　　　　　　FoO　　　　　　　　　　I．86　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　一

　　　　　　Fe20語　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　0，65　　　　　　　　0．28

　　　　　　M皿0　　　　　　　　　1，79　　　　　　　　0，88　　　　　　　　0．15

　　　　　　A1203　　　　　　　　　0，36　　　　　　　　0，26　　　　　　　　0．50

　　　　　　Th02　　　　　　　　　0．00　　　　　　　　　＿　　　　　　　　　　＿

　　　　　　擦圭二11葦／一二1義／一二ニ1茎1－

　　　　　　CaO　　　　　　　　　12．47　　　　　　　　11，71　　　　　　　　1．27

　　　　　　欝　　α＝　㎝　　α07
　　　　　　。。，。　　　　｝α・・　｝α・5
　　　　　　C。，　二〇。、5、、、
　　　　　　P205　　　　　　　　　0．87　　　　　　　　1．13　　　　　　　　　＿

　　　　　　H20＋　　　　　　　　　0，57　　　　　　　　1，56　　　　　　　　1，29

　　　　　　亘20r　　　　　　　　　0，04　　　　　　　　0，38　　　　　　　　0．ユ9

　　　　　　F　　　　　　　　　　　　　　　　2，51　　　　　　　　　　　0，54　　　　　　　　　　　　0．94

　計

一F，＝0

100．9　　　　　　　　　1IOO．Iエ

ーI．06　　　　　　　　　　　－O．23

99144

－O．40

　　　　　　　言十　　　　　　　　　　　　　g9．85　　　　　　　　　　　99．88　　　　　　　　　　　99．04

　別にセリウム族元素の酸化物として凡そ1．2％の堕化物溶液を作り吸牧スペクトル篤

員を撮った。共の結果は著者が嘗て朝鮮威鐘北道城津郡達利潤産褐廃石中の全稀土溶液
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に就て實験した吸牧スペクトルと同様にブラセオヂム，サマリウム及ネオヂムθ吸牧帯

牟極めて明瞭に認められる。下に共の吸牧スペクトル為眞及吸改曲線を掘げた。

　　　　　　　　　　セリウム族稀土元素吸牧スペクトル
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セル石の化學式に就ては最初C，Rammelsbergは弐の式を提唱した。

　　　　（Ce，La，Di〕2SiOぺH20

次てP．Grothは瑞典Ryddarhpttan産のセル刷〔就てG．Nordstrδmの分析結果に
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塞き次に示す様にセリウム，カルシウム及鐵のメタ珪酸監に相當する化學式を提唱して

みる。

　　　　　2（Ca，Fe）0・．3Ce！03・6S10里・3H，0

　　　　圭2（C？・F→Ce（OH）3CeOCe（SiO｛）3・

　然る・に水分の含量は炭酸と同様に産地によって非常な異った値を示す。DoeIterの

Handb㏄h　de・Mine㎜lchemie（2巻2部166－67頁）中に記載の8箇の分析結果及上記

Silbermi疵の分析結果を見ると＆1O％，5．52％，5．71％，6．31％，’3・幽％，5．18％，6石O％，

Z40％，1．56％で最少1．56％，曇天8・1O％の間に種ミの値を示九名鼓の分析緕果から確

言することは出來ないが恐く本銭物中の水分は初成の成分として存在するのでなく二次

的蟹成の結果であらう。黙るときは初戒成分としては水分の分析値を除外して次の化撃

式を考へることが恐く適當かと思はれる。

　　　　　2（Ca，Fe）O・3Ce壬Oパ6SiO1

　　　　≠（Ca，Fe〕2｛CO〕5Ce｛Si03〕6．

　卒康産試料の化學式を決定するために上言草の分析値から各成分の分子数を言十算した。

共の際水分の含量を無視し，弗素は蛍石成分としセ存在し燐酸は燐酸カルシウムとして

存在する。乙とを假定しそれに恰當するCaOの量を控除した。又Ce族称土に就ては卒

均原子量ユ44を假定しY族称上に就ては無水硫酸堕及酸化物の重量比1・97から計算して

1OOに相當することが判っ潅。RII及RIIIを2便及3便の金属元素を示すものとすれぱ

分子数の計算結果は次の通りとなる。

　　（1）RnI20語の分子数

　　　　　A120パ．・・…＿＿・・・・・・・・…　O．0035

　　　　　Ce20ガ……………・・……O．0936

　　　　　終∴1…一鮒’910

　　（2）　RliOの分子数

　　　　　島1∵繍一

　　（3）　Si02の分子数一・∵・……一………O・3167

　故にRnO，Rm・0・及SiO・の分子数の比は次の様な値と底る

　　　　　R1IO　　：RIII20里：SiO！

　　　　昌O．1928　：　O．ユ910　：　O．3167
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　　　　　＝　　　2　　　：　　1．98　　：　　3．23

　　　　　≒　　2　：　2　　：　3

　此の結果化學式は次の様に表される。

　　　　　　2RIIO，2RIII！Oパ3SiO雪

　　　　　＝R1I2RII㌔Si3014

　　　　　＝RlIRm（RIIIO）里（Si04）3．

　　　　　三（Ca，Fe，Mn）筥（Ce，Nd…）里｛（Ce，Nd、、．〕O｝2（SiOJ3，

　V・Silbemin・はLessingiteの分析値から求めた化學式は次の式に相當することを報

告してみる。

　　　　　　H壬Ca，Ce2Si晶015．

　今水分の含量を前述の者へから無脚すれば英の化學式は次の様なものとなり卒原産試

料の示す化學式に一致すること』な孔

　　　　　　Ca2Ce4Si20M

　　　　　＝CもCe2（CeO）2（Si03〕3

　故に本鑛物は共の化學組成から見ればV．Silbe㎜inzの云ふLessingiteと同定せらる

べきものと思はれる。

　本研究に嘗り種ミ御助言を賜った松原反故中村雨名響教捜及良藏鑛山調査に就て例示

教を賜った木野崎技師に深甚の謝意を表する。筒研究に要した費用は日本學衛振興會の

援助に仰いたことを附記する。
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